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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と 
結果 

申請先 

センターの申請内容を 
自分で作成 

10月 

2007 
（高2） 
夏 

センターの特別措置申請に
ついて質問  進路部 

英語担当
教諭 

英語準備室へ通い， 
英語リスニング受験 
の相談をする 

2008 
(高3) 

公立E大キャンパス公開へ
参加 

難聴の 
大学生 

• 公立E大は問い合わせても
返事がこない，という情報を
得る 

英語担当
教諭 

放課後，リスニングの予行
演習を重ねる 

• リスニング免除申請をアド
バイス 

主治医 

要求通りに文書化 
してくれた 

措置申請 

• 前列指定→○ 
• 注意事項の書面伝達→○ 
• 補聴器の使用→○ 
• 英語リスニングの免除→○ 
※電話等でのやり取りなし 

センター 

センター受験 2009 
1月 

公立E大へ電話 
申請用紙の送付依頼  公立E大 

送付 
• 前列指定のはずだったが，会
場では別室受験になっていた． 
受験者2人に対し，試験官4人．
プレッシャーが大きかった． 

事例9：感音難聴による聴覚障害 
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 
申請内容と 
結果 申請先 

公立E大 
一般受験 

浪人 

センター 
直後 

公立E大二次試験 
特別措置申請 

• 試験措置内容はセンターと同
様→すべて○ 
※センターに準ずる，という規
定あり 

• 入学後の措置申請内容 
• 前列指定 
• 補聴器を使用すれば
日常生活は必要ない 
• 多人数でのディスカッ
ション困難→不利に働
くのではないかと思い，
書かず 

公立E大 

〈申請内容〉 
• 試験措置 
• その理由 
• 入学後の措置 
※A3に3枠． 
　枠が非常に小さい 

公立E大 不合格 

後期はセンター足切り情報
を見て，希望を 
ださなかった 

2009 
4月

2009 
1月
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診断書を得る担当医

・主治医は空いていなかった 
ため，他の医師が診断書を書く 
・診断書の内容は昨年と同様

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と 
結果 

申請先 

H21年度

2009 
8月半ば

措置申請書類作成 センター 
提出

10月 

12月 申請結果決定 ・注意事項等の文書伝達→○ 
・座席の前列指定→○ 
・補聴器の持参使用（除FM）→○ 
・リスニングの免除→○

11月 措置申請について問合せ 私立A大 

私立B大 

私立C大 

私立D大 

電話 

理由：自分で電話で話した方が 
聞こえなさが伝わると考えたため 

公立E大 

母

依頼

公立F大 

公立G大 

公立H大 

電話 

入試課 

2010 
1月

センター試験

私立B大のみ，前列指定について「早く来
校し，自分で確保するように」と対応 

措置申請
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2010 
1月20日ころ 特別措置に関する問合せ

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と 
結果 

申請先 

電話（自分で） 

公立E大 

全措置O.K.の文書を得る

2月始め 特別措置に関する問合せ

公立E大受験（前期） 不合格

依頼
公立F大 

公立G大 

公立H大 

電話 
母

内容： 
センターと同様 

内容： 
センターと同様 

H大のみ，「診断書が必要」と回答 

診断書を得る担当医

公立H大受験（後期） 合格

4月 公立H大  入学

私立A大受験 
（センター利用） 

私立B大　受験 

私立C大　受験 

私立D大　受験 

合格

合格

合格

不合格


